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12月号

11月の出来事

●時事
  7日  県内高齢者人口（65歳以上）、初の20万人超え
  9日  「幸福度」ランキング山梨14位、法政大学院
11日  TPP交渉参加を表明

●山梨県中央会ニュース
  6日  中小企業ゴルフコンペ　
10、17、24日  組合士受験対策講習会
11日  平成23年度組合青年部全国講習会
17日  第63回中小企業団体全国大会
28日  第8回正副会長会議

12月の予定

1、2日  組合士受験対策講習会

１面 第63回中小企業団体全国大会（愛知県）
２面 知事と商工団体との懇談会、各種受賞者
６面 中小企業ゴルフコンペ
８面 全国中央会55周年式典

今月の見どころ

　11
月
17
日（
木
）名
古
屋
国
際
会
議
場・セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル（
愛
知
県
名
古
屋
市
）に

お
い
て
第
63
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　『立
ち
上
が
ろ
う
!
中
小
企
業 

絆
を
活
か

し
て
』を
合
い
言
葉
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会

に
は
全
国
の
中
小
企
業
団
体
代
表
者
約
3
，

0
0
0
名
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、牧
野
聖

修
経
済
産
業
副
大
臣
、牧
義
夫
厚
生
労
働
副

大
臣
、森
本
哲
生
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
、河
村
た
か
し
名
古

屋
市
長
、田
中
け
い
し
ゅ
う
民
主
党
副
代

表
、塩
谷
立
自
由
民
主
党
総
務
会
長
等
多
数

の
来
賓
が
出
席
し
た
。

　ま
た
、本
県
か
ら
も
、現
地
合
流
を
含
め

総
勢
47
名
の
組
合
役
職
員
が
参
加
し
た
。

　本
大
会
は
、中
小
企
業
が
内
外
で
直
面
す

る
困
難
な
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
国
等
に
訴
え
る
と
と
も

に
、自
ら
の
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
、今
回
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧・復
興
の
加
速
化
」
並
び
に
「
円
高・

空
洞
化
対
策
と
国
内
立
地
企
業
へ
の
支
援

の
強
化
」
を
具
体
化
す
る
た
め
の
中
小
企
業

対
策
の
拡
充
に
関
す
る
11
項
目
に
つ
い
て
の

決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　ま
た
、決
議
案
の
採
択
に
先
立
ち
、新
澤

昌
英
福
島
県
中
央
会
会
長
よ
り
、津
波
・
地

震
被
害
対
策
、被
災
中
小
企
業
組
合
等
の
復

旧
・
復
興
支
援
の
拡
充
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
早
期
収
束
に
つ
い

て
、ま
た
、伊
藤
豪
愛
知
県
中
央
会
副
会
長

よ
り
、円
高
・
空
洞
化
対
策
と
国
内
立
地
企

業
へ
の
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
、意
見
発
表

が
行
わ
れ
た
。

　さ
ら
に
、本
大
会
の
意
義
を
内
外
に
表
明

す
る
た
め
、後
藤
久
幸 

宮
城
県
中
央
会
会
長

が
、決
議
事
項
の
早
急
な
実
行
を
求
め
る
と

と
も
に
、中
小
企
業
・
中
小
企
業
組
合
が
地

域
社
会
の
絆
を
再
生
し
、力
を
組
織
に
結
集

し
、豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
よ
う
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
う
と
し
た『
大
会
宣
言
』

を
高
ら
か
に
宣
言
し
、満
場
の
拍
手
の
下
、

採
択
さ
れ
た
。

　表
彰
式
で
は
、優
良
組
合
35
組
合
、組
合

功
労
者
71
名
、中
央
会
優
秀
専
従
者
40
名
が

紹
介
さ
れ
、本
県
か
ら
は
優
良
組
合
と
し
て

「
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組
合（
藤
巻

眞
史
理
事
長
）」
、組
合
功
労
者
と
し
て
山

梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
の
武
田
與

光
理
事
長
、中
央
会
優
良
専
従
者
と
し
て
労

働
課
窪
田
学
主
任
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
功
績

を
称
え
ら
れ
、受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。

　な
お
、次
回
の
第
64
回
中
小
企
業
団
体
全

国
大
会
は
平
成
24
年
10
月
25
日
に
宮
崎
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。

第
63
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
開
催

優秀専従者
中央会組織開発部労働課
主任　窪 田 　 学

組合功労者
山梨県味噌醤油工業協同組合

理事長　武 田 與 光

優良組合
クリーンネット笛吹協業組合

主任　藤 巻 眞 史

あいさつする大村愛知県知事

あいさつする河村名古屋市長

kanri
ノート注釈
kanri : Accepted

kanri
ノート注釈
kanri : Rejected

kanri
ノート注釈
kanri : Rejected

kanri
スタンプ
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ibuki歴史に残る1年
　す
で
に
12
月
に
入
り
、早
い
も
の
で
今
年

も
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　振
り
返
る
と
今
年
は
、数
百
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、東
北
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、加
え

て
、原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
も
れ
事
故
に

よ
り
原
発
の
安
全
神
話
が
崩
壊
し
、輪
番
停

電（
計
画
停
電
）も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら

に
、円
相
場
は
円
高
が
続
く
中
で
米
ド
ル
に

対
し
て
史
上
最
高
値
を
記
録
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
、日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

と
り
わ
け
中
小
企
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。一
方
、リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
は
整
備
計
画
が
決
定
し
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
建

設
指
示
が
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
男

女
を
通
じ
て
初
の
優
勝
と
明
る
い
話
題
も
あ

る
中
で
、先
行
き
不
透
明
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の

発
生
な
ど
、社
会
経
済
の
歴
史
に
残
る
事
件

の
多
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、中
小
企
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
出
来
事
が
重
な
る
中
で
、数
年
前

か
ら
中
小
企
業
施
策
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い

ま
す
。中
で
も
平
成
22
年
６
月
に
「
中
小
企

業
憲
章
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、中
小
企
業
の

連
携
組
織
を
支
援
し
、力
の
発
揮
を
増
幅
す

る
と
し
て
い
ま
す
。今
回
の
震
災
以
降
、復
興

に
向
け
て
「
絆
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
見
聞

き
し
ま
す
。中
小
企
業
組
合
は
、ま
さ
に

「
絆
」
の
組
織
で
あ
り
、個
々
の
力
を
持
ち

寄
り
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　幸
い
に
も
本
県
は
、２
年
後
に
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
実
験
線
が
全
線
開
通
し
、営
業

用
車
両
に
よ
る
試
験
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、ま
た
、リ
ニ
ア
駅
の
建
設
候
補
地
の
選

定
が
進
む
な
ど
、新
時
代
の
高
速
輸
送
鉄
道

の
実
現
に
向
け
た
中
心
地
と
し
て
、明
る
い

話
題
を
抱
え
て
お
り
、県
内
経
済
ま
た
中
小

企
業
組
合
及
び
企
業
の
活
力
の
源
泉
の
一
つ

と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　政
府
は
、11
月
3
日
付
で
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
、褒
章
受
章
者

を
発
令
し
た
。叙
勲
は
山
梨
県
関
係
で
は
40
人
が
受
章
し
、旭
日

中
綬
章
に
武
田
與
光
氏（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
副
会

長
、山
梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
理
事
長
）、旭
日
小
綬
章
に

内
藤
悦
次
氏（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、山
梨
相
互

振
興
協
同
組
合
理
事
長
）、中
村
昌
訓
氏（
前
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
副
会
長
、前
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
理
事

長
）、旭
日
双
光
賞
に
天
野
一
氏（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

理
事
、山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合
理
事
長
）ら
が
受
章
し
た
。

　ま
た
、褒
章
は
山
梨
県
内
で
は
9
人
が
受
章
し
、黄
綬
褒
章
に

渡
辺
征
夫
氏（
前
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
副
会
長
、前
都

留
信
用
組
合
理
事
長
）、藍
綬
褒
章
に
深
沢
仁
氏（
山
梨
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
、山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事

長
）ら
が
受
章
し
た
。

　10
月
18
日（
火
）、甲

府
市
「
ホ
テ
ル
談
露

館
」
に
お
い
て
、山
梨

県
知
事
と
商
工
団
体
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。こ
の
懇
談
会
に
は
、

山
梨
県
か
ら
横
内
正

明
知
事
の
ほ
か
新
津
修

産
業
労
働
部
長
、堀
内

久
雄
観
光
部
次
長
ら

９
名
が
出
席
、ま
た
、商

工
団
体
か
ら
は
山
梨
県

中
小
企
業
団
体
中
央

会
、富
士
吉
田
商
工
会

議
所
、甲
府
商
工
会
議
所
、山
梨
県
商
工
会
連
合
会
の
４
団

体
か
ら
、正
副
会
長
及
び
専
務
理
事
等
20
名
が
出
席
し
た
。

　懇
談
会
は
、開
会
の
あ
い
さ
つ
を
甲
府
商
工
会
議
所
の

上
原
会
頭
が
行
い
、商
工
団
体
の
出
席
者
紹
介
が
さ
れ
た

後
、主
催
者
団
体
の
代
表
あ
い
さ
つ
を
幹
事
団
体
の
富
士

吉
田
商
工
会
議
所
の
堀
内
会
頭
が
行
っ
た
。次
に
横
内
知

事
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、続
い
て
要
望
書
が
富
士
吉
田
商

工
会
議
所
堀
内
会
頭
か
ら
横
内
知
事
に
手
渡
さ
れ
た
。

　知
事
へ
は
、４
点
の
要
望
事
項
を
提
出
し
、「
中
小
・
小

規
模
企
業
対
策
の
拡
充
強
化
」
を
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

の
竹
井
会
長
が
、「
農
業
の
６
次
産
業
化
及
び
農
商
工
連

携
支
援
策
の
拡
充
強
化
」
を
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
内
藤
会
長
が
、「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
に
向
け
た

新
交
通
シ
ス
テ
ム
建
設
構
想
推
進
へ
の
支
援
」
を
甲
府
商

工
会
議
所
の
上
原
会
頭
が
、「
基
幹
産
業
と
し
て
観
光
産

業
の
確
実
な
振
興
」
を
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
の
堀
内
会

頭
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　こ
の
後
、懇
談
が
行
わ
れ
、席
上
、横
内
知
事
か
ら
、中

小
・
小
規
模
企
業
対
策
に
つ
い
て
は
補
助
金
・
指
導
員
の
確

保
を
、６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
に
つ
い
て
は
県
の
現
行

の
シ
ス
テ
ム
の
積
み
上
げ
を
、リ
ニ
ア
に
向
け
た
新
交
通
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
採
算
の
問
題
が
あ
り
当
面
は
バ
ス
の

運
行
を
、観
光
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
面
か
ら
海
外
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
ー

に
入
る
必
要
が
あ
り
、中

国
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
サ
ー
バ
の
一

部
に
入
れ
た
等
の
回
答
が

さ
れ
た
。

　最
後
に
、閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
山
梨
県
商
工
会
連

合
会
の
竹
井
会
長
が
述
べ

閉
会
し
た
。

知
事
と
商
工
団
体
と
の

　
　
　
　懇
談
会
開
催

知
事
と
商
工
団
体
と
の

　
　
　
　懇
談
会
開
催

栄 

誉

　山
梨
県
は
、平
成
23
年
度
の
県
政
功
績
者
55
人
と
1
団
体
を

11
月
15
日
付
で
発
表
し
た
。中
央
会
の
組
合
関
係
者
で
は
8
人

が
表
彰
さ
れ
た
。

県
政
功
績
者
に

中
央
会
関
係
者
8
人
が
受
章

今
村
　力
男 

氏

（
市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合 

理
事
長
）

（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

望
月
　幸
明 

氏

（
元
山
梨
県
知
事
）

（
元
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

会
長
）

大
宮
山
　磐 

氏

（
山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改
善
団
体
連
合
会 

会
長
）

（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

櫻
本
　
　進 

氏

（
社
団
法
人
山
梨
県
鉄
構
溶
接
協
会 

理
事
）

（
元
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

佐
藤
　孝
之 

氏

（
山
梨
県
森
林
整
備
生
産
事
業
協
同
組
合 

理
事
長
）

志
村
　武
彦 

氏

（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合 

理
事
長
）

（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

渡
辺
　
　正 

氏

（
欽
明
事
業
協
同
組
合 

理
事
）

（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

五
味
　孝
男 

氏

（
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合 

顧
問
）

（
元
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事
）

秋
の
叙
勲
、褒
章
に
組
合
関
係
者
6
人
が
受
章

武田 與光 氏
（山梨県味噌醤油工業協同組合 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 副会長）

旭
日
中
綬
章

内藤 悦次 氏
（山梨相互振興協同組合 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 会長）

旭
日
小
綬
章

中村 昌訓 氏
（前山梨県トラック事業協同組合 理事長）
（前山梨県中小企業団体中央会 副会長）

旭
日
小
綬
章

天野 　一 氏
（山梨県建設業協同組合 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 理事）

旭
日
双
光
賞

渡辺 征夫 氏
（前都留信用組合 理事長）

（前山梨県中小企業団体中央会 副会長）

黄
綬
褒
章

深沢 　仁 氏
（山梨県美容業生活衛生同業組合 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 理事）

藍
綬
褒
章

叙

　勲

褒

　章

懇談会で意見を述べる内藤会長

横内知事に要望書を渡す団体代表



中小企業タイムズ（3） 第三種郵便物認可　平成23年12月１日（木曜日）
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データから見た業界の動き（平成23年10月分）
収益状況
2010年10月

景況感
2010年10月

売上高
2010年10月

　本県の10月の景況は、全業種のDI値が、売上高
－16（前年同月比＋12）、収益状況－24（前年同
月比＋8）、景況感－32（前年同月比－4）となっ
た。業種別のDI値では製造業で、売上高－25（前
年同月比－5）、収益状況は－25（前年同月比＋
5）、景況感は－30（前年同月比－5）。非製造業
で、売上高－10（前年同月比＋23）、収益状況－
23（前年同月比＋10）、景況感－33（前年同月比
－3）となった。前月比では、全項目でDIが改善し
ている。
　全体の前年同月比は、売上高と収益状況でDI値
が改善。景況感で4ポイント悪化。前月比は、売上
高でDI値が18ポイント改善、収益状況と景況感も
改善している。
　業種別で見ると、製造業の前年同月比は収益状
況のDI値のみが改善しているが、前月比では全項
目において改善が見られた。非製造業の前年同月
比では、売上高と収益状況のDI値が改善し、景況
感がポイントを下げている。前月比では、製造業
と同様全項目でDI値が7～20ポイント改善した。
　情報連絡員による県内の10月の業況報告から
は、DI値の回復傾向とは逆に、産業全体では、仕事
量・受注の減少、単価、価格、稼働率の低下など厳
しい状況に変化はなく、加えて年末に向けて円高
の影響や消費者の購買意欲の低迷が続いている
など、先行きへの不安感が増している。しかし、一
部では売上の増加や、底を脱しつつあるなど明る
い報告もある。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
は
、現
在
も
続
い
て
い
る
円
高
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。円
高
に
よ
り
低
価
格
の
輸
入
ワ
イ
ン
が
首

都
圏
の
市
場
に
て
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
、県
産
ワ
イ
ン
の

人
気
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
の
生

産
意
欲
は
逆
に
低
下
し
て
い
ま
す
。購
入
ブ
ド
ウ
の
買
入
価

格
を
下
げ
る
こ
と
は
、ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
ブ
ド
ウ
農
家
と
の

契
約
も
あ
り
困
難
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
、長
引
く
景
気
低
迷

も
重
な
り
、消
費
者
が
こ
の
低
価
格
ワ
イ
ン
へ
流
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、こ
の
低
価
格
ワ
イ
ン
の
登
場
は
、ワ
イ
ン
愛
好
家

の
底
辺
を
広
げ
、国
内
の
ワ
イ
ン
消
費
量
の
増
加
に
も
繋
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。今
ま
で
ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
こ
と
が

な
い
消
費
者
に
対
し
て
、ワ
イ
ン
を
飲
み
始
め
る
良
い
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。ま
た
、県
産
ワ
イ
ン
の

魅
力
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
だ
と
も
思
い
ま
す
。あ
ら
ゆ

る
ワ
イ
ン
の
中
で
も
産
地
に
こ
だ
わ
り
光
る
県
産
ワ
イ
ン
の

魅
力
を
見
つ
め
直
し
、そ
れ
を
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　今
後
は
、海
外
市
場
へ
の
進
出
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。E
U
諸
国
の
中
で
は
、1
人
当
た
り
の
年
間
ワ
イ

ン
消
費
量
が
日
本
の
20
倍
以
上
の
国
も
沢
山
あ
り
ま
す
。こ

の
大
規
模
な
市
場
に
対
し
、山
梨
県
の
主
力
で
あ
る
「
甲
州

種
ブ
ド
ウ
」
を
中
心
に
、県
産
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
海
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。当
業
界
で
は
国
・
県
・
市
等

と
連
携
し
、Ｋ
Ｏ
Ｊ（Koshu O

f Japan

）を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。Ｋ
Ｏ
Ｊ
で
は
、日
本
を
代
表
す
る
「
甲
州
」
の
品

質
向
上
を
は
か
り
、世
界
市
場
に
お
い
て
認
知
度
を
向
上
さ

せ
、適
切
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。既
に
、世
界
の
ワ
イ
ン
情
報
の
70
％
を
発

信
す
る
ロ
ン
ド
ン
へ
の
輸
出
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

よ
り
多
く
の
参
加
企

業
が
ロ
ン
ド
ン
に
あ

る
Ｕ
Ｋ
イ
ン
ポ
ー
タ

ー（
海
外
レ
ス
ト
ラ
ン

等
へ
ワ
イ
ン
を
売
り

込
む
者
）と
契
約
し
、

市
場
拡
大
に
向
け
て

努
力
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　 情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動

向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測（
売

上
高
・
原
燃
料
等
経
費
・
資
金
繰

り
な
ど
）に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
土

産
品
、グ
フ
ト
関
係
は
横
ば

い
だ
が
、震
災
以
降
営
業
展

開
し
て
き
た
西
日
本
で
の
婚

礼
用
食
材
の
新
規
需
要
が
あ

り
、全
体
売
上
は
増
加
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
国

内
需
要
は
、自
社
製
品
が
増

加
し
た
が
、O
E
M
は
減
少

の
た
め
横
ば
い
。円
高
の
中

に
あ
っ
て
台
湾
、カ
ナ
ダ
向

け
の
輸
出
が
倍
増
し
、全
体

の
売
上
は
増
加
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
原
料
で

あ
る
葡
萄
が
台
風
被
害
や
病

気
等
に
よ
り
ワ
イ
ン
の
製
造

量
、操
業
度
と
も
に
低
下
し

て
い
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
ネ

ク
タ
イ
・
制
服
用
の
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
素
材
を
中
心
と
す
る

機
屋
は
例
年
並
み
だ
が
、シ

ル
ク
素
材
中
心
の
機
屋
は
厳

し
い
。展
示
会
で
は
良
い
素

材
の
ス
ト
ー
ル
に
は
値
が
高

く
て
も
引
き
合
い
が
あ
る
。

産
地
の
も
の
づ
く
り
の
方
向

性
は
間
違
っ
て
い
な
い
が
、

原
材
料
コ
ス
ト
高
く
、資
金

的
に
厳
し
い
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
生
コ

ン
工
場
へ
の
出
荷
は
低
調
。

工
事
自
体
は
発
注
が
あ
る
が

生
コ
ン
使
用
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。年
末
、年
度
末
に

向
け
て
需
要
は
あ
る
が
、大

幅
に
伸
び
る
こ
と
は
な
い
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
リ

ニ
ア
工
事
の
需
要
が
全
体
の

25
%
を
占
め
、組
合
員
間
の

格
差
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

ま
た
、主
要
原
材
料
の
値
上

げ
で
、収
益
は
圧
迫
さ
れ
て

い
る
が
、員
外
社
と
の
競
合

で
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
現

状
。今
年
は
県
・
市
町
村
の
発

注
額
が
前
年
比
で
20
%
弱
減

少
し
て
お
り
、先
行
き
の
出

荷
量
が
危
惧
さ
れ
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
タ
イ
の
洪
水

に
よ
り
製
品
の
受
注
が
減

少
、ま
た
、円
高
に
よ
り
ド
ル

が
換
金
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
依
然
と

し
て
景
況
は
下
向
き
の
ま
ま

推
移
し
て
い
る
。特
に
、首
都

圏
に
お
い
て
は
動
き
が
あ
る

が
地
方
は
お
き
ざ
り
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
例
年

と
比
較
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
、

年
末
年
始
商
戦
の
動
き
が
悪

い
。様
々
な
要
因
は
あ
る
が
、

消
費
者
の
購
買
意
欲
が
増
さ

な
い
と
好
転
し
な
い

●
小
売（
水
産
物
）／
9
月
よ
り

も
10
月
は
、景
気
が
悪
い
な

が
ら
も
多
少
持
ち
直
し
た
感

が
あ
る
。し
か
し
、長
引
く
不

況
に
よ
り
組
合
員
に
は
活
力

が
み
ら
れ
な
い
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
仕
事

量
の
減
少
が
目
立
つ
。

●
小
売（
石
油
）／
平
成
23
年
2

月
1
日
よ
り
改
正
消
防
法
が

施
行
さ
れ
、石
油
販
売
業
者

は
平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で

に
地
下
タ
ン
ク
漏
洩
防
止
対

策
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、

各
給
油
所
は
厳
し
い
状
況
の

中
で
改
修
工
事
費
用
の
捻
出

に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
宿
泊
業
／
放
射
能
物
質
の
飛

散
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
、飛
散
と
無
関
係

な
ラ
ド
ン
温
泉
ま
で
客
足
が

遠
の
く
施
設
も
あ
る
。国
に

よ
る
安
全
宣
言
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

●
建
設（
住
宅
関
連
）／
新
築
、

リ
フ
ォ
ー
ム
と
も
引
き
合

い
、受
注
が
減
少
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
こ
こ
数
年

で
型
枠
大
工
が
全
国
で
5
万

人
減
っ
て
い
る
。秋
口
よ
り

公
共
工
事
及
び
民
間
工
事
と

も
物
件
が
増
え
て
い
る
が
、

職
人
が
不
足
し
、単
価
も
安

い
た
め
受
注
を
断
っ
て
い
る

仕
事
も
あ
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、一

部
で
は
底
を
脱
し
、今
が
潮

目
の
時
期
に
あ
り
、単
価
も

上
昇
機
運
に
あ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
公
共

工
事
の
発
注
工
事
数
の
減
少

等
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。材
料
の
値
上
げ
に
よ

り
工
事
、販
売
価
格
は
上
昇

し
て
い
る
が
、収
益
に
繋
が

る
訳
で
は
な
く
売
上
高
の
減

少
が
効
い
て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
昨
年
に

比
べ
配
車
台
数
が
1
台
減
だ

が
、売
上
は
昨
年
並
み
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
供
給
過
多
に

よ
り
価
格
下
落
、稼
働
率
低

下
の
状
況
。し
か
し
、減
車
が

出
来
ず
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
良
い
材
料

が
見
当
た
ら
な
い
状
況
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
円
高
が

県
内
荷
主
企
業
に
与
え
る
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。T
P
P

参
加
の
可
否
な
ど
政
府
の
判

断
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

物
流
に
与
え
る
影
響
が
不
透

明
で
あ
る
。

　

 

山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　三
澤 

茂
計  

氏

　

 

山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　三
澤 

茂
計  

氏
甲州種ワイン

10月分
平成23年

減少
44% 不変

40%

増加
16%

悪化
42% 不変

48%

好転
10%

悪化
38%

不変
52%

好転
10%

減少
28%

不変
60%

増加
12%

悪化
30%

不変
64%

好転
6%

悪化
32%

不変
68%
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A
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　西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組

合（
笠
井
一
洋
理
事
長
）・

西
嶋
和
紙
全
国
絵
手
紙
展

実
行
委
員
会（
笠
井
義
仁

委
員
長
）は
、第
4
回
西
嶋

和
紙
絵
手
紙
展
の
作
品
を

募
集
し
33
点
の
入
選
作
が

決
定
、10
月
16
日
に
な
か

と
み
現
代
工
芸
美
術
館
で

表
彰
式
を
行
っ
た
。

　身
延
町
西
嶋
は
、手
漉

和
紙
の
産
地
と
し
て
歴
史

を
積
み
重
ね
て
き
た
。現

在
で
は
全
国
有
数
の
書
道

用
紙
の
産
地
と
し
て
書
道
家
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、書
道
用
紙
以
外
の
和
紙
の
研
究
開
発
を
進
め
、卒
業
証

書
用
紙
を
は
じ
め
、壁
紙
や
和
紙
照
明
等
の
生
活
に
ぬ
く
も
り
を

与
え
る
よ
う
な
和
紙
作
り
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　そ
の
中
で
、先
達
が
築
い
た
「
書
道
用
紙
の
里
」
の
名
に
加
え
、

も
う
一
つ
「
絵
手
紙
の
里
」
づ
く
り
に
思
い
を
描
き
、絵
手
紙
を

通
じ
て
「
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ご
う
」
を
目
標
に
、西
嶋
和
紙

絵
手
紙
展
を
実
施
し
て
き
た
。今
年
で
、4
回
目
と
な
る
テ
ー
マ
は

「
日
本
の
心
」
の
他
に
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
方
々
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
考
え
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
併

せ
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、全
国
か
ら
1
，6
5
6
点
が
集
ま
り
、山

梨
県
美
術
家
協
会
顧
問
の
斉
藤
静
輝
氏
を
筆
頭
に
同
組
合
員
ら

13
名
に
よ
る
審
査
の
結
果
、「
さ
げ
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
佐
賀
県

佐
賀
市
の
大
井
妙
子
さ
ん
の
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
。

12
月
か
ら
は
応
募
作
品
中
、約
3
0
0
点
を
、震
災
を
受
け
た
岩

手
県
遠
野
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
と
ぴ
あ
」
を
は

じ
め
、6
ヶ
所
で
巡
回

展
を
開
催
す
る
。

　同
組
合
は
、全
作
品

を
収
め
た
作
品
「
西
嶋

和
紙
絵
手
紙
展
作
品

集
」
を
作
成
し
西
嶋
郵

便
局
を
通
じ
て
、岩
手
、

宮
城
、福
島
3
県
の
郵

便
局
へ
約
１
０
０
冊
を
寄
贈
し
、各
郵
便
局
で
自
由
に
閲
覧
し
て

も
ら
う
予
定
。同
組
合
や
和
紙
の
里
で
も
作
品
集
の
販
売
を
し
て

い
る
。1
冊
1
，5
0
0
円
。お
問
い
合
わ
せ
は
西
嶋
和
紙
工
業
協

同
組
合
、
電
話
0
5
5
6－

4
2－

3
2
3
4

組
合
員
全
社
と
組
合
で
、

　
　
　
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
を
取
得

山梨県塗装協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
3
回
都
留
工
業
交
流
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
出
展

都留機械金属工業協同組合・谷村織物工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・

第
4
回
西
嶋
和
紙
絵
手
紙
展

　「
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ご
う
」

西嶋和紙工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

グランプリ「さげもん」

選考に頭を悩ます審査員

展示会の様子

水車の模型の展示

　第
3
回
都
留
工
業
交
流
展

（
同
実
行
委
員
会
・
都
留
市
商

工
会
主
催
、木
村
勝
幸
実
行

委
員
長
）が
11
月
10
日
、11
日
、

12
日（
金
・
土
・
日
）の
3
日
間
、

都
留
市
上
谷
の
「
ぴ
ゅ
あ
富

士
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　同
交
流
展
は
、都
留
市
内

の
企
業
の
高
い
技
術
や
優
れ

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
一

堂
に
展
示
し
、出
展
企
業
同

志
の
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
や
新

規
取
引
先
拡
大
等
、今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

と
来
場
者
に
市
内
の
企
業
の

も
の
づ
く
り
の
状
況
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、精
密
機
器
製
造
加
工
や

織
物
の
製
造
業
者
な
ど
40
の
企
業
、団
体
が
出
展
し
た
。今
回
は
、

市
内
に
あ
る
山
梨
県
立
谷
村
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
出

展
も
加
わ
り
、さ
ら
に
魅
力
が
ア
ッ
プ
し
た
。

　中
央
会
会
員
か
ら
は
2
組
合
が
出
展
し
た
。谷
村
織
物
工
業
㈿

（
高
部
理
事
長
）は
、傘
生
地
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
、婦
人
物
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、ス
カ
ー
ト
な
ど
独
特
の
風
合
い
感
の
あ
る
開
発
品
の
展

示
を
行
っ
た
ほ
か
、組
合
員
企
業
の
先
染
め
生
地
に
よ
る
傘
や
色

鮮
や
か
な
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、各
社
は
製
品
の
特
徴

を
熱
心
に
説
明
し
て
い
た
。

　都
留
機
械
金
属
工
業
㈿（
木
村
理
事
長
）は
水
を
動
力
と
し
て

発
電
す
る
水
車
の
模
型
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）を
組
み

込
ん
だ
街
路
灯
を
展
示
し
た
ほ
か
、3
D
加
工
さ
れ
た
樹
脂
製
品

や
精
密
部
品
な
ど
組
合
員
の

技
術
力
の
高
さ
や
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
る
も
の

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
展
示
し
て
い
た
。

　歴
史
的
な
円
高
に
よ
り
、

大
企
業
の
海
外
進
出
が
ま
す

ま
す
進
展
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、不
断
の
努
力
と

旺
盛
な
開
拓
精
神
に
よ
り
未

来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
各

企
業
の
意
気
込
み
が
伝
わ
る

交
流
展
で
あ
っ
た
。

　山
梨
県
塗
装
協
同
組
合（
髙
野
芳
造
理
事
長
）で
は
、9
月
に
組

合
員
全
7
社
と
組
合
が
I
S
O
9
0
0
1（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）と
I
S
O
1
4
0
0
1（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）の
認
証
を
取
得
し
た
。（
組
合
は
I
S
O
1
4
0
0
1
の
み
）

　近
年
、業
界
で
は
、施
工
業
者
の
環
境
配
慮
・
環
境
対
応
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、公
共
工
事
に
お
い
て
I
S
O
の
認

証
取
得
が
有
利
に
働
い
た
り
、取
引
先
や
元
請
企
業
か
ら
求
め
ら

れ
た
り
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
、組
合
で
は
I
S
O
の
意
義
を
認
め
、組
合
員

企
業
の
組
織
力
強
化
、顧
客
か
ら
の
信
頼
性
向
上
を
目
的
に
組
合

員
全
社
で
の
認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
を
決
め
た
。昨
年
8
月
の

研
修
会
に
始
ま
り
、6
回
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、組
合
員
企
業

の
代
表
者
を
は
じ
め
後
継
者
、実
務
担
当
の
役
職
員
な
ど
多
数
の

参
加
に
よ
り
、I
S
O
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、晴
れ
て
今
回
の
認

証
取
得
と
な
っ
た
。

　I
S
O
取
得
に
よ
り
、確
実
な
業
務
の
遂
行
、ミ
ス
の
再
発
防

止
、業
務
の
効
率
化
・
標
準
化
、社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
意

識
の
向
上
や
企
業
体
質
の
継
続
的
な
改
善
な
ど
が
見
込
ま
れ
、ま

た
、増
加
す
る
I
S
O
指
定
入
札
工
事
や
総
合
評
価
制
度
、経
営

事
項
審
査
で
の
加
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
　

　今
回
、認
証
取
得
に
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

認
証
ま
で
の
期
間
の
短
縮
や
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
れ
た
の
は
も
ち

ろ
ん
、組
合
員
企
業
の
組
織
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、組
合

の
求
心
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　髙
野
理
事
長
は
、「
組
合
全
社
で
の
認
証
取
得
は
、組
合
員
の

協
力
と
団
結
な
く
し
て
は
な
し
え
な
か
っ
た
。こ
の
I
S
O
認
証

取
得
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ
ら
な
る
組
合
員
の
経
営
力
向
上
と
組

合
の
発
展
、ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
の
機
会
と
し
た
い
。ま
た
官
公

需
適
格
組
合
の
証
明
を
受
け
て
い
る
組
合
と
し
て
国
交
省
や
公

団
な
ど
の
工
事
の
受
注
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
た
。

　組
合
は
今
後
も
信
頼
さ
れ
る
確
か
な
技
術
に
基
づ
い
た
よ
り
よ

い
品
質
を
も
っ
て
、組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
活
動
し
て
い
く
。

組合で取得したISO認証登録証
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中
央
会
●
会
員
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合
活
動
紹
介
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　山
梨
県
石
材
加

工
業
協
同
組
合（
佐

藤
奨
理
事
長
）で
は
、

組
合
の
知
名
度
向

上
な
ど
を
図
る
た

め
、組
合
名
が
記
載

さ
れ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
と
ス
テ
ッ
カ

ー
の
2
種
類
の
広

告
物
を
制
作
し
、組

合
員
の
事
務
所
や

営
業
車
に
貼
付
し

て
組
合
の
周
知
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　当
組
合
は
、昭
和

30
年
に
墓
石
や
彫

刻
品
な
ど
の
加
工
・
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
石
材
加
工
業
者
が
集

ま
り
設
立
さ
れ
た
。設
立
当
時
と
比
べ
業
界
の
市
場
は
縮
小
し
て

お
り
、組
合
事
業
も
石
材
・
工
具
等
の
共
同
購
買
や
工
事
の
共
同

受
注
と
い
っ
た
経
済
事
業
か
ら
、教
育
研
修
事
業
、福
利
厚
生
事

業
な
ど
の
非
経
済
事
業
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ

う
し
た
中
、今
回
の
広
告
物
の
制
作
は
、単
に
組
合
の
知
名
度
を

高
め
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、組
合
と
組
合
員
と
の
結
束

力
の
強
化
や
共
同
事
業
の
再
興
な
ど
を
期
待
し
て
い
る
。

　一
方
、組
合
活
動
の
一
環
と
し
て
奉
仕
活
動
も
積
極
的
に
実
施

し
て
お
り
、毎
年
お
盆
の
時
期
に
甲
府
市
荒
川

の
千
秋
橋
付
近
で
開
催
さ
れ
る
甲
府
仏
教
会

主
催
の
灯
籠
流
し
に
組
合
員
と
青
年
部
が
参

加
し
、紙
灯
篭
の
組
み
立
て
か
ら
川
流
し
、翌

朝
の
河
川
清
掃
、回
収
作
業
へ
の
協
力
や
甲
府

市
営
つ
つ
じ
が
崎
霊
園
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
、組

合
関
係
者
の
石
材
物
故
者
慰
霊
祭
を
執
り
行

っ
て
い
る
。

　石
材
品
等
に
関
す
る
相
談
･
質
問
に
つ
き

ま
し
て
は
、安
心
と
信
頼
を
提
供
す
る
組
合
加

盟
の
石
材
店
を
ご
利
用
下
さ
い
。組
合
加
盟
店

に
つ
い
て
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w
w
.stone.or.jp/index.

h
tm
l

」
を
ご
覧
頂
く
か
、組
合
事
務
局

0
5
5

－

2
2
7

－

1
4
8
3（
い
し
や
さ

ん
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

車
両
に
共
通
の
プ
レ
ー
ト
で

　
　
　
　
　共
同
受
注
作
業
を

北杜市環境事業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
で

　
　
　
　
　体
験
教
室
を
開
催

花関所の郷・南清里フラワーパーク企業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・

組
合
ス
テ
ッ
カ
ー
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　周
知
活
動

山梨県石材加工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　北
杜
市
高
根
町
の

花
関
所
の
郷
・
南
清
里

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
企

業
組
合（
長
田
正
彦
理

事
長
）で
は
、10
月
23

日
に
農
場
の
収
穫
祭

の
一
環
と
し
て
、ハ
ロ

ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
の
カ

ー
ビ
ン
グ（
彫
刻
）教

室
を
開
催
し
、子
供
た

ち
を
中
心
に
20
人
以

上
が
、お
化
け
カ
ボ
チ

ャ
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

で
は
、組
合
で
収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
に
デ
ザ
イ
ン
画
を
参
考
に
目

や
口
に
な
る
部
分
に
穴
を
開
け
、中
身
を
抜
い
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ

ボ
チ
ャ
と
し
て
加
工
、制
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
自
宅
に
持

ち
帰
り
、ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
楽
し
む
。

　組
合
で
は
7
年
前
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
の
カ
ー
ビ
ン
グ

教
室
を
実
施
し
て
き
た
が
、最
近
で
は
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も

定
着
し
、組
合
で
栽
培
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
を
一
人
で
10

個
以
上
買
っ
て
帰
る
来
場
者
も
あ
り
、今
年
も
1
0
0
個
以
上
収

穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
が
完
売
し
た
。そ
れ
以
外
に
も
、一
つ
1
0
0
㎏

近
く
ま
で
育
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
も
展
示
さ
れ
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

　南
清
里
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
は「
道
の
駅
南
清
里
」の
リ
フ
ト
カ
ー

で
登
っ
た
山
の
上
に
位
置
し
、5
5
，0
0
0
㎡
の
敷
地
内
に
農

場
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、広
場
、体
験
棟
な
ど
が
あ
る
。

　道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
野
菜
や
果
物
な
ど
の
収
穫
体

験
や
押
し
花
や
ピ
ザ
作
り
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
体
験
が
で
き
、平
成

12
年
7
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
11
年
が
経
過
し
、毎
年
4
万
人
以
上

が
訪
れ
て
い

る
。そ
れ
以
外

に
も
、首
都
圏

の
小
中
学
生

の
体
験
学
習

な
ど
も
受
け

入
れ
て
お
り
、

4
〜
11
月
の

営
業
期
間
中

は
盛
況
と
な

っ
て
い
る
。

　北
杜
市
の
委
託

に
よ
り
地
域
住
民

が
排
出
す
る
生
活

系
一
般
廃
棄
物
の
収

集
・
運
搬
業
務
を
共

同
受
注
し
て
い
る

北
杜
市
環
境
事
業

協
同
組
合（
篠
原
充

理
事
長
・
組
合
員
12

社
）で
は
、10
月
か

ら
組
合
員
が
収
集
・

運
搬
業
務
で
使
用

す
る
車
両
に
組
合

共
通
の
プ
レ
ー
ト

を
つ
け
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　プ
レ
ー
ト
に
は
北
杜
市
の
市
章
と
組
合
名
が
入
っ
て
お
り
組

合
員
が
生
活
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
業
務
で
使
用
す
る
パ

ッ
カ
ー
車
を
中
心
と
し
て
56
台
に
設
置
し
た
。

　業
務
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
車
両
は
、車
体
の
色
や
企
業

名
が
組
合
員
ご
と
に
違
い
、共
通
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、北
杜
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
組
合
が
収
集
・
運
搬
業
務

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　共
通
プ
レ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、市
の
生
活
環
境
部
と
1

年
近
く
を
か
け
て
協
議
を
行
い
こ
ぎ
着
け
た
が
、北
杜
市
に
お
い

て
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　篠
原
理
事
長
は
、「
生
活
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
業
務

は
市
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
り
、

組
合
員
に
は
市
に
代
わ
っ
て
行

っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
と

責
任
の
も
と
に
業
務
に
あ
た
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。」
「
今
後
も
市
や
地
域
住

民
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、ご

み
の
減
量
化
や
収
集
・
運
搬
業

務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
。

組合名が記載されたステッカー

紙灯篭を組み立てる組合員

ハロウィンカボチャづくりを楽しむ子供達

北杜市の市章と組合名が入ったプレート

共通プレートを設置したパッカー車
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　11月6日（日）、笛吹市「ウッドストックカントリークラブ」に
おいて、中小企業団体の親睦と交流を図るため、第42回中小
企業団体親睦ゴルフコンペが開催され、中央会会員をはじめ
103名が参加した。
　参加者は新ペリア方式による団体戦、個人戦を行い、日頃の
ゴルフの腕を競い、鋭気を養っていた。
　ゴルフコンペ終了後、参加者同士の交流も兼ねた表彰式が
開催され、個人戦と団体戦の順位賞の他、ニアピン、ドラコンな
どの特別賞（個人戦）
の受賞者にそれぞれ
賞品が贈られた。
　団体戦では「甲府
市管工事協同組合」
が優勝し、個人戦で
も「長田武彦氏（甲
府市管工事協同組
合）」が優勝となっ
た。
 ●団体戦
　優　勝　　甲府市管工事協同組合
　準優勝　　都留食糧協同組合
　１　位　　山梨県冷凍空調設備事業協同組合
　２　位　　山梨総合管財事業協同組合
　３　位　　山梨協豊事業協同組合

 ●個人戦
　優　勝　　長田　武彦（甲府市管工事協同組合）
　準優勝　　君島　由則（甲府市管工事協同組合）
　１　位　　福嶋　一明（都留食糧協同組合）
　２　位　　田村　　昭（東京海上日動火災保険株式会社）
　３　位　　安藤　秀実（都留食糧協同組合）

　本
会
、特
産
品
市
場
開
発
チ
ー
ム
で
は
「
地
場
産

品
販
売
促
進
事
業
」
を
２
年
前
よ
り
実
施
し
て
い

る
。一
般
的
に
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、物
産
展
や

イ
ベ
ン
ト
、展
示
会
へ
の
参
加
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

「
広
告
宣
伝
事
業
」
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
行
っ
て
い
る
。情
報
の

変
化
に
即
応
し
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
を
進
め

る
こ
と
も
大
切
な
業
務
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
を
通
し
て
、県
内
で
生

産
さ
れ
る
優
れ
た
特
産
品
を
主
に
内
外
の
大
型
店
や

小
売
店
、問
屋
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者
に
紹
介

し
、県
産
品
の
知
名
度
の
向
上
と
消
費
、商
取
引
の

拡
大
を
は
か
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。

　こ
の
事
業
は
平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て

実
施
。「
県
産
品
掘
り
起
こ
し
事
業
」
の
な
か
で
情

報
収
集
し
た
企
業
の
商
品
を
所
属
団
体
と
協
議
の

う
え
、掲
載
し
て
い
る
。掲
載
商
品
は
、県
内
で
製
造

も
し
く
は
加
工
さ
れ
た
地
場
産
品
に
属
す
る
商
品

で
、現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
。当
会
事
業
「
生
産

者
商
品
情
報
収
集
」
に
よ
り
登
録
し
た
商
品
で
あ
る

こ
と
と
し
、１
企
業
１
品
目
と
し
た
。

　平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、主
と
し
て
⑴
農
林
水

畜
産
物
の
加
工
品（
酒
類
を
除
く
）、⑵
県
産
食
材
等

を
使
用
し
た
飲
料
な
ど
食
品
を
中
心
に
、菓
子
類
、

パ
ン
、麺
類
、漬
物
、味
噌
・
醤
油
、大
豆
製
品
、飲
料
、

果
実
加
工
品
、煮
貝
な
ど
を
生
産
す
る
95
団
体
・
企

業
の
商
品
を
「
食
品
編
」
と
し
て
掲
載
し
た
。

　ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
特
徴
は
、無
駄
を
な
く
す
た
め
、

バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
必
要
な
商
品
フ
ァ
イ
ル
だ
け
を
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
。ま
た
、新
商
品
フ
ァ
イ
ル
の
追

加
が
で
き
る
加
除
形
式
と
し
た（
バ
イ
ン
ダ
ー
綴
じ

形
式
、単
頁
独
立
型
、２
穴
仕
様
）。

　こ
れ
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、県
内
の
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
や
観
光
案
内
所
、県
外
で
は
「
富
士
の
国
や

ま
な
し
館
」
や
山
梨
県
東
京
事
務
所
、大
阪
事
務
所

な
ど
に
配
置
し
た
。貴
重
な
資
料
の
た
め
必
要
と
す

る
企
業
、個
人
に
対
し
て
は
会
社
名
、住
所
等
を
そ

れ
ぞ
れ
の
配
置
場
所
で
申
告
し
て
も
ら
い
提
供
し
て

い
る
。こ
れ
ら
人
々
に
は
、追
加
フ
ァ
イ
ル
を
郵
送
し

新
た
な
情
報
を
提
供
す
る
。

　一
方
、本
年
度
に
つ
い
て
は
、⑴
非
食
品（
宝
飾
品
、

織
物
、印
伝
、硯
、和
紙
、民
芸
品
な
ど
）⑵
食
品（
酒

類

　ワ
イ
ン
、清
酒
、地
ビ
ー
ル
）な
ど
の
生
産
者
84

団
体
・
企
業
の
商
品
を
掲
載
し
て
11
月
に
発
刊
し
、

配
付
作
業
に
入
る
。

　な
お
、こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、海
外
に
お
い
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
、現
在
そ
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
る
。

　山梨県相互振興協同組合では、東日本高速道路㈱・中日本高速道路㈱・西日本高速道路㈱の「大
口・多頻度割引制度」を行っています。
　この割引制度は、通常のETCカードに比べてお得な「車両単位割引」に加えて、組合員の高速道路
利用料金をまとめることで、別に「契約単位割引」を上乗せするものです。
　山梨県相互振興協同組合の提供する割引率の上乗せは5％と大変お得になっていますので、高速
道路の利用金額が月3万円以上を超える方は是非ご利用ください。

高速道路料金を毎月3万円以上使っている車はありませんか?
山梨県相互振興協同組合の

ETCコーポレートカードでお得な割引をETCコーポレートカードでお得な割引を

 相互振興㈿のETCコーポレートカード 通常のETCカード
 ◆通勤時間・深夜・早朝などの時間帯割引 ◆通勤時間・深夜・装置用などの時間帯割引
 ◆車輌単位割引（台/月あたりの利用料金を割引） ◆マイレージ割引
 　  5,001～10,000円までの料金…10％割引
 　10,001～30,000円までの料金…15％割引
 　30,001円以上の料金  ……………20％割引
 ◆契約単位割引　更に上乗せ5%割引

　高速国道の大口・多頻度割引額
i）高速国道の大口・多頻度割引額簡便計算式
　高速国道の大口・多頻度割引の割引額は、以下の簡便計算式
で算出できます。

カード利用のメリット

割引額の計算方法

※通常のETCコーポレートカードは
　車両単位割引まで
※相互振興㈿なら更に5％お得!!

 車両1台ごとの1ヶ月の 計算式 高速国道の利用額（Ｘ）
 5千円までの場合 　　　 －
 5千円を超え　1万円までの場合 0.10×－500円
 1万円を超え　3万円までの場合 0.15×－1,000円
 3万円を超える場合 0.20×－2,500円

●表　車両単位割引の簡便計算式

（端数処理：1円未満切り捨て）

地
場
産
品
の
販
路
開
拓
や
消
費
の
拡
大
に
向
け
て
成
果
が
期
待
さ
れ
る

●
●
●
「
や
ま
な
し
の
物
産
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
民
・
工
芸
品
・
酒
類
編
）」
が
完
成
！ 

●
●
●

第
42
回 

中
小
企
業
団
体
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

第
42
回 

中
小
企
業
団
体
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

第
42
回 

中
小
企
業
団
体
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

ナイスショット!!

団体戦“優勝”「甲府市管工事協同組合」

お問い合わせ
山梨県中小企業団体中央会　古屋・保坂
☎055（237）3215
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※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

　「経営革新」とは、事業者が新事業活動を行うことにより、その経営の相当程度の向上を
図ることをいいます。
　新事業活動とは、1.新商品の開発又は生産、2.新役務の開発又は提供、3.商品の新たな
生産又は販売の方式の導入、4.役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動の
ことを指します。
　中小企業者及び組合等が、単独又は共同で行おうとする経営革新に関する計画（これを
「経営革新計画」といいます。）を作成して県に提出し、その内容について「中小企業の新た
な事業活動の促進に関する法律」に基づき承認を受けた場合は、主に次のような支援策を利
用することが可能になります。（中小企業庁作成「今すぐやる経営革新」より抜粋）

　主な支援策
●設備投資減税（中小企業等基盤強化税制）
　企業が設備投資を行った場合には、特別償却又は税額控除ができる税制措置があります。
その中でも経営革新計画の事業のために取得又は製作した機械・装置（※器具・備品は対象
外）については取得価額の7%の税額控除又は取得価格の30%の特別償却を利用すること
ができます。

「経営革新」してみませんか？「経営革新」してみませんか？

セ ミ ナ ー の ご 案 内
▶最低賃金中小企業相談支援事業

　生産性は、ヒト（人的資源）･モノ（物的資源）･カネ（資金）･時間の4つに支えられています。生
産性を向上させるためには、常にこのことを考えて経営しなければなりません。
　そこで、社会保険労務士事を講師に招いて、企業からの相談や対応事例などを入れながら、
わかりやすくご講演いただきます。

開催日時　平成24年１月26日（木）　13:30～16:00
開催場所　甲府市飯田 「中央会 会議室」 

テ － マ　「不況下における生産性向上策」
　　　　　　講師▶加藤社会保険労務士事務所　加  藤  里  美 氏
　　　　　　　　　【講演内容】 ●助成金を活用した教育訓練の紹介　　
 ●定年退職者の活用について
 ●変形労働時間制の導入について
 ●ビジネスマッチングについて
主　　催　山梨県中小企業団体中央会

お問い合わせ先　事務局　山梨県中小企業団体中央会　労働課　
　　　　　　　　　　　　山梨県甲府市飯田2－2－1
　　　　　　　　　　　　TEL.055-237-3215　FAX.055-237-3216

【ココがポイント】
◆設備投資を行った場合の税制措置は、通常は、資本金要件等により活用
できる制度が限定されますが、経営革新計画承認企業については、資本
金要件や業種要件に関係なく、「中小企業等基盤強化税制」の対象になり
ます。ただし、大規模法人の子会社は除かれます。

◆設備投資を行った場合の税制措置は、この「中小企業等基盤強化税制」の
他に、類似の「中小企業投資促進税制」がありますが、これらの税制措置
は、いずれかの制度しか適用できませんので、設備投資の内容、業種等を
良く考えて選択してください。

平成24年3月4日（日）午前9時～

中小企業
組合まつり開催

第17回第17回

日時

場所アイメッセ山梨
（甲府市大津町）
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編
集
後
記

　新年を迎えた！！なんて思っていたら、気がつけ
ば今年も残り１ヶ月…早いですね。
　皆さんにとってどんな１年でしかたか？

　皆さんは何かやり残したことはありませんか？
　もう１ヶ月ではなく、まだ１ヶ月･･･ラストスパ
ートで頑張りましょう！

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

〒400-0355　甲府市飯田3丁目3-28　Tel.055-228-8383
㈳山梨県シルバー人材センター連合会

シルバー人材
センター連合会

へ登録
企業・事業主

 応援します、あなたの企業

山梨県信用保証協会
本　　　　店　　甲府市飯田2－2－1（山梨県中小企業会館）
　　　　　　　　TEL.055-235-9700　　FAX.055-232-0160
　　　　　　　　URL:http://www.yiso.or.jp/̃shinpo/
　　　　　　　　E-mail:shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp

富士吉田支店　　富士吉田市下吉田1832
　　　　　　　　TEL.0555-22-0992　　FAX.0555-22-0921

「景気対応緊急保証（全国緊急）」
　国際的な金融不安等を契機とした現下の厳しい経済状況において、
例外業種を除き原則として全ての業種に属する中小企業の皆様の資
金繰りを、本制度でサポートします。

「条件変更対応保証」
　金融機関からの借入に関する返済条件の見直しを行う際に必要と
なる資金の保証を行うことにより、中小企業のみなさまの返済負担の
軽減を図り、金融の円滑化を促すための制度です。
　これまで公的金融とお取引のない方でも、信用保証協会による返済
負担軽減支援を受けられるようになります。

「流動資産担保融資保証制度（ＡＢＬ保証制度）」
　中小企業者が有する売掛債権及び棚卸資産（流動資産）を担保とし
て保証を行う保証制度です。

日本政策金融公庫　国民生活事業は、中小企業をは
じめとするみなさまのための政府系金融機関です。

甲府支店 国民生活事業
〒400-0031  甲府市丸の内2丁目26番2号
ＴＥＬ055-224-5366（お申込み相談）

中小企業や新しく事業を
始められる方をはじめとする
みなさまの夢の実現、お手伝い。

中小企業のみなさまへ

国の事業ローン

新規開業ローン

国の教育ローン

国の事業ローン
新たに事業を始められる方へ

新規開業ローン
お子さまが入学・在学される方へ

国の教育ローン
お
問
い
合
わ
せ
は

日本公庫 検索

　今年で創立55周年を迎えた全国中小企業団体中央会記念式典が、
10月27日（木）ＡＮＡインターコンチネンタルホテルにおいて開催さ
れた。式典では、中央会役職員を対象とした功労者に対し表彰状が授与
された。
　本県の中央会専従職員表彰者は次のとおり。
　経済産業大臣表彰‥三枝幹夫（事務局次長）、中小企業庁長官表彰‥
古屋孝明（観光課課長）、三井成志（総務課課長）、堀内修（組織課課長補
佐）、臼田あけみ（労働課課長補佐）、保坂淳（観光課係長）、輿水一篤（連
携支援課係長）、笠井靖子（連携支援課係長）

経
済
産
業
大
臣
・

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

を
受
賞

経
済
産
業
大
臣
・

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

を
受
賞

中
央
会
専
従
役
職
員

多数のご参加をお待ちしております。

中小企業団体
新春交流会のご案内

平成24年１月12日（木）
16：00～18：00

アピオ甲府
本館 １F 吉兆の間
中巨摩郡昭和町西条3600

式　典▶16：00～16：40
交流会▶16：40～18：00

5,000円

開催場所

開催日時

内　　容

会　　費

20122012 第15回

まだ55歳
もっと働きたい

登録企業・事業主募集中！
55歳以上の人材を求めている企業は㈳山梨県シルバー人材センターに登録して下さい。
常用雇用、パート雇用、臨時雇用での人材ニーズがあった場合はハローワークと連携し雇用に結びつけます。

※この事業は（社）山梨県シルバー人材センター連合会が山梨労働局より委託を受けて実施しています。

シニア就業支援プログラム事業シニア就業支援プログラム事業シニア就業支援プログラム事業
55歳以上で雇用就業・社会参加を希望する高年齢者に地域ネットワークと連携して支援します。




